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新聞って何がいいの？ 

 

グループワークタイム 



 

 

 

 

「江戸中期の鴨川を知る～『賀茂川筋名細絵図』 
        （元文３年：1738年）と川方勤書から～」 



 

情報の探し方 No.3３ 「PubMed」 

 

 

 

 



 

 

ビブリア新メンバー募集中！ 
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 昔の図書館はよそよそしかった。しかし，今の

図書館はやけになれなれしい。 

 私にとって，もっぱら図書館は時間調整の場所

だった。利用していたのは，新聞コーナーや雑誌

コーナー，ときどきキャレルに座るが，スマホを

見るか寝てしまうか。夏は厳しい暑さがしのげ，

冬は寒さから守ってくれる。バスプールから近い

のも好都合。狙ったバスに，ロスなく乗ることが

できた。そこは，雑誌や椅子が完備された快適な

待合場所のようなところであって，たまにしか利

用しない私にとって，周りの目が気になる非日常

の空間であった。 

 しかし，今は違う。館内を歩けば，ズラリと並

ぶ本が「自分はおもしろいよ」と訴えかけてくる

ようである。本のあらすじに目を通すと，おもし

ろそうなキーワードが飛び込んでくる。ページを

訪ね，読み始めると乗りたいバスは出発の時間が

迫っている。時間に迫られる中で，気になる本を

手にする感覚は，気分がいいものではない。最近

の図書館は，なれなれしく自分に入り込んでく

る。 

 私と図書館の関係性が変わったのは，２年前に

大学院への進学を考えはじめてからだ。出願にあ

たって，研究計画書を書かなければならない。と

りあえず自分の関心のあるテーマに近い本をKSU

-Catで探してみると，たくさんヒットする。何冊

かに目星をつけて書架に向かうと，そこには想像

していた以上に本が詰まっている。分厚い本，薄

い本，新しい本，古い本が一気に飛び込んでく

る。探していた本が見つかるだけで，少しうれし

い。そして，自分が考えていることと本に書かれ

ていることの接点を見つけては，その先の広さに

ワクワクするようになった。 

 この世界は，思っていた以上にわからないこと

がたくさんある。知らなかったことを知れば知る

ほど，新たに知らないことが増えてくる。こんな

感覚に出会えたのは，図書館のおかげだ。私は大

学院に入学し，すっかり図書館の常連になった。

図書館はいつも私の好奇心を後押しし，探求心に

応えようとしてくれる。 

 図書館に頻繁に足を運ぶようになると，綺麗に

整えられた館内，SNSにあげてしまいたくなるほ

ど美しい景色，他大学ではめずらしい「食」が可

能な休憩室など，その使い勝手と快適さを実感す

る。蔵書数や機能はもちろんのこと，建物と自

然，図書と人間がバランスよく調和される空間は

居心地がいい。 

 私は，図書館をなれなれしく利用するように

なった。今も図書館は，緑に囲まれて，どっしり

と建っている。図書館に行けば，新たな発見があ

るかもしれない。そこは，私にとって時間調整の

場ではなく，いくら時間があっても足りないワク

ワクする空間なのである。 

文化学部事務室 中原 正樹 （なかはら まさき） 

利用者の図書館にまつわる 

エッセイをご紹介！ 

図書館と私 
 



 

 

※宮永先生ご推薦！ 
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